
0

1 頁平成20年 2月12日  10時37分  作成

10 教育費

01 教育総務費

02 事務局費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

004211

004

00

0

00

中学校組合負担金

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

60,2034,329000

64,53260,46568,32068,320

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 4,32919 64,532負担金補助及び交付 諸収 03 03 03 042
中学校組合事務費負担金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

学校区と日吉津村の中学生が通学する箕蚊屋中学校を運営する。

　米子市日吉津村中学校組合の運営経費（77,763千円）に係る一般財源（70,171千円）に

　米子市日吉津村中学校組合に対する米子市分の負担金を支出し、箕蚊屋小、伯仙小
（1）事業の概要

　　米子市　415人日吉津村　92人　　　計　507人
　※20年度生徒見込み数　
　　　　　　　　　　　　日吉津村負担金　…　900千円
　　　4,967千円に対する米子市負担金　　…　 4,067千円
２　政策事業分（農業集落排水接続事業、特別教室棟の耐震診断経費）
　　　　　　　　　　　　日吉津村負担金　…　4,016千円
　　　64,481千円に対する米子市負担金　　…　60,465千円
１　経常事業分（一般管理費、教育振興費ほか）

を米子市及び日吉津村の生徒数で按分し負担する。
ついて、基準財政需要の単位費用から積算した需要額の8割相当を米子市負担とし、残り

学校教育法

１　財源内訳
　①　事務費負担金　　中学校組合から事務に従事する職員の人件費相当を受入

会計 001 一般会計 10款 01項 02目 00400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時07分  作成

10 教育費

01 教育総務費

02 事務局費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

038409

035

00

0

00

にこにこサポート支援事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

11,2710000

11,27111,2717,0621,122

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

1 11,220報酬
4 51共済費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

助を行う学校支援員を配置することで、児童・生徒が抱える課題の解消を図ることを目的
的に事業を行う。

(1)事業計画

緊急に対応する必要がある。
不適応の深刻な状況が見られるため、人的配置による支援を行うなど課題の解消に向けて
ながら人的な支援が不足しており学校は十分な対応を取ることができず、学級崩壊や学校
な指導及び支援を行う特別支援教育は学校教育における喫緊の課題となっている。しかし
　個別の支援を必要とする子どもたちの生活や学習上の困難を改善又は克服する為に適切
(2)事業の必要性

　小中学校において、個別の支援が必要な児童・生徒に対して学習支援や学校生活上の介
(1)事業の概要

3-(2) 8特別支援教育の充実

課題の解消を図ることができる。
　個別の支援が必要な子どもの対応を行うことにより、学級崩壊や学校不適応等の学校
(2)事業効果
　④配置校　小・中学校　１０校
　　　　　　　　　　　　（労災保険）　　 　11,220,000円×4.5÷1000＝    50,490円
　③事業費　11,271千円　　(報酬)　　　　 @1,100円×1,020時間×10人＝11,220,000円
　　払う。
　②年間1,020時間を上限、報酬は、勤務実態に応じて1時間あたり1,100円を月単位で支
　①特別支援教育支援員として、非常勤職員１０名を雇用する。

学校教育法７５条、発達障害者支援法８条

(1)財政措置
　すべて一般財源

会計 001 一般会計 10款 01項 02目 03500000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時09分  作成

10 教育費

01 教育総務費

02 事務局費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

046438

042

00

0

00

スクールソーシャルワーカー活用事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

000010,000

10,000000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 10,0001 9,000報酬 国庫 03 05 01 001
4 122共済費 スクールソーシャルワーカー活用事
9 412旅費

11 466需用費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　委員会事務局に配置し、問題を抱えた児童生徒に対し当該児童生徒が置かれた環境への
　働きかけや関係機関とのネットワークの活用などの多様な支援方法を用いて、課題解決

（１）事業計画

　が教育現場に求められている。
　の着目した働きかけや、関係機関が連携した取組を行うためのコーディネータ役の存在
　地域、学校等の児童生徒が置かれている環境の問題が絡み合っているため、その環境へ
　児童生徒の問題行動については教育上の大きな課題になっており、その背景には家庭、
○事業の必要性
　への対応を図る。

　教育と社会福祉について専門的知識や技能を有するスクールソーシャルワーカーを教育
○事業概要

　　　少につなげることが期待される
　　　カーが対応することにより、従来では課題解決を図ることのできなかった事案の減
　　　働きかけや関係機関等のネットワークの活用などについてスクールソーシャルワー
　　・問題を抱える子どもたちの課題解決に向けて、当該児童生徒の置かれている環境に
（２）事業効果
　　　ワーカーの活用とその効果について調査研究を行う
　　・問題を抱える子どもたちの課題解消に向けて支援活動を行い、スクールソーシャル
　　　置する
　　・スクールソーシャルワーカーとして非常勤職員３名を雇用し教育委員会事務局に配

　（１）財源内訳　　全て国庫負担による補助（１０／１０）事業
　

会計 001 一般会計 10款 01項 02目 04200000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時10分  作成

10 教育費

01 教育総務費

03 私立学校振興費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

004271

001

00

0

00

私立幼稚園運営費補助金

前 年 度

子育てを支援し、お年寄りが元気な

安心して子育てができる環境づくり

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

43,6710000

43,67143,67145,27145,271

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

19 43,671負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

対して補助をする。
２事業効果

1 補助金の計算基準

　本市における私立幼稚園の運営を助成することにより、幼児教育の充実を図る。

　本市における私立幼稚園が平成20年度に支出した運営費（施設整備の整備費を除く）に
１事業概要

（3）園児数割　　　　
（2）教職員数割　　
（1）均等割額　　　　各幼稚園に対し一律160万円
　園ごとに次の合計額を運営費として補助する。

私立学校法第59条、私立幼稚園運営費補助金交付要綱

財源内訳の積算基礎
　すべて一般財源

会計 001 一般会計 10款 01項 03目 00100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時11分  作成

10 教育費

01 教育総務費

03 私立学校振興費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

004273

002

00

0

00

私立幼稚園就園奨励費助成事業

前 年 度

子育てを支援し、お年寄りが元気な

安心して子育てができる環境づくり

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

60,96800018,555

79,52381,56781,60081,600

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 18,55519 79,523負担金補助及び交付 国庫 02 06 01 001
私立幼稚園就園奨励費補助金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

税額による階層区分に応じ、保育料等を減免する場合に、減免相当額を補助する。
２事業効果

１ 積算根拠(20年度見込み）

から、保護者の経済的負担の軽減により、幼児教育の機会均等が図られる。
　子どもを取り巻く環境が大きく変化している中で、幼児教育の重要性や少子化対策の点

　私立幼稚園の設置者が在園している園児の保護者に対して、当該年度に納付すべき市民
１事業概要

　　合計　　　　　　　　　　1,100人　79,523,000円
　市民税所得割138,300円未満 　750人　45,300,000円
　市民税所得割34,500円未満　　200人　16,453,000円
　市民税所得割非課税　　　　　 60人　 6,013,000円
　市民税非課税　　　　　　　　 90人　11,757,000円
　減免階層区分を4段階に分けて、該当見込み世帯数から事業額を積算

米子市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱

財源内訳の積算基礎
　国庫補助金1/3以内　残りは一般財源

会計 001 一般会計 10款 01項 03目 00200000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時12分  作成

10 教育費

01 教育総務費

03 私立学校振興費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

008454

003

00

0

00

私立幼稚園第三子保育料軽減事業

前 年 度

子育てを支援し、お年寄りが元気な

安心して子育てができる環境づくり

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

8,3000000

8,3008,4808,7408,740

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

19 8,300負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

よる軽減額を控除した額とする。)を軽減する幼稚園に対し、軽減相当額を補助する。
・　鳥取県私立幼稚園同時在園保育料軽減事業補助金

1 補助金積算根拠

的負担の軽減に寄与している。
　少子化対策の新規事業として、平成11年度から実施している事業であり、保護者の経済
2 事業効果
・　市町村が行う幼稚園就園奨励費補助金　

　私立幼稚園に在園する世帯の第3子以降の園児に係る保育料の額(次に掲げる補助金に
1 事業概要

　該当者見込212人　　平均単価@39,150円と仮定して積算
　（18,000円×対象月数－（県同時在園補助＋就園奨励費））×1/4

米子市私立幼稚園第3子保育料軽減子育て支援事業費補助金交付要綱

財源内訳の積算基礎
　すべて一般財源

会計 001 一般会計 10款 01項 03目 00300000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時13分  作成

10 教育費

02 小学校費

01 学校管理費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

045416

131

00

0

00

ＡＥＤ配備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

8000000

80080000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

18 800備品購入費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

未設置４校分のＡＥＤ購入に対する備品購入費の支出

する体制を整え、設置学校へ操作方法を講習する。
自動対外式除細動器（ＡＥＤ）の未設置学校にＡＥＤを設置し、児童の緊急事態に対応

　単価200千円×4台＝800千円

　平成２０年度　４校分を予算化し設置
　平成１９年度　小中学校合わせて、5/35校で寄付により設置

１財源内訳
　一般財源
２事務事業評価の反映状況
　評価結果・・・実施

会計 001 一般会計 10款 02項 01目 13100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時14分  作成

10 教育費

02 小学校費

02 教育振興費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

004337

003

00

0

00

準要保護児童就学援助事業（小学校）

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

16,7000000

16,70016,70014,76216,800

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

20 16,700扶助費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

る。

１　事業計画

務教育を実施することができる。
　就学に係る必要経費の一部を援助することにより家庭の経済的負担を軽減し、円滑な義
２　事業効果

　経済的理由により就学困難な児童に対し、義務教育を受けるために必要な経費を援助す
１　事業の概要

国庫補助金の廃止による各支給単価の改定

　　　円滑な義務教育の実施に貢献している。
　　　就学にかかる必要経費の一部を補助することで保護者の経済的負担を軽減し
３　事業効果
　　　　学用品費・新入学用品・修学旅行に要する経費
２　支給費目
　　　学用品費、修学旅行費等の支給

学校教育法第２５条、就学援助法　等

１財源内訳
　すべて一般財源

会計 001 一般会計 10款 02項 02目 00300000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時15分  作成

10 教育費

02 小学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

011592

015

00

0

00

小学校温水シャワー設置事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

4,5000000

4,5005,00000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 4,500工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

②必要性

(1)　計画

未実施校から強い要望が出ている。
がある。現状では水廻りの便利が悪く、冷たい水では児童の健全な育成に好ましくない。
　小学校（低学年）では、冬期にトイレを失敗するケースがあり、学校内で洗い流す必要

　保健室内にシャワーコーナーを設置する。
①事業の概要

　　 教育環境の整備が図られる。
(2)　効果
　　　（啓成小、彦名小、和田小、五千石小、成実小）
　　 小学校温水シャワー未設置校５校に設置する。

１　財源内訳
　　一般財源
２　事務事業評価の反映状況
　　評価結果‥実施

会計 001 一般会計 10款 02項 03目 01500000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時16分  作成

10 教育費

02 小学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

030296

019

00

0

00

小学校耐震補強事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

9,4390000

9,43916,01600

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

12 300役務費
13 9,139委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　Ｉｓ値０．４未満の建物から順次耐震補強工事を実施する。
②　必要性

(1)　本年度の計画

　場所としての役割を果たすためにも耐震補強が必要です。
　　地震等の災害発生時に、児童生徒等の安全を確保するとともに、地域住民の応急避難

　　学校施設で、構造耐震指標（Ｉｓ値）が基準に満たない建物の内、特に緊急を要する
①　事業の概要

　　 安心・安全な施設となり、教育環境の整備が図れる。
(2)　効果
　　 補強工事は２１年度に実施予定。
　　 和田小学校教室棟の耐震補強工事の設計を行う。

建築物の耐震改修の促進に関する法律

(1)　財源内訳
　　 一般財源（設計のため）
(2)　事務事業評価の反映状況
　　 評価結果‥実施

会計 001 一般会計 10款 02項 03目 01900000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時17分  作成

10 教育費

02 小学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

042887

034

00

0

00

小学校外壁等安全対策事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

10,0000000

10,00010,00000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 10,000工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

（錆鉄筋処理、クラック処理、モルタル浮き処理、庇天端塗膜防水、外壁舗装）を行う。
(2) 必要性

(1) 事業計画

　　児童が安全に学校生活を送るために修繕工事が必要である。

　施設の老朽化により、外壁からコンクリート片がはく落し、落下した学校の外壁の補修
(1) 事業の概要

　図ることにより、児童が安心して学校生活をおくることができる。
　　緊急に外壁修繕工事を行う必要のある学校から、修繕工事を行い、教育環境の整備を
(2) 効果
　　また、緊急に外壁改修工事を行う必要が生じた建物の応急修繕を行う。
　　五千石小学校の外壁修繕工事を行う。

学校教育法

(1) 財源内訳
　　一般財源
(2) 事務事業評価の反映状況
　　評価結果‥充実・拡大

会計 001 一般会計 10款 02項 03目 03400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時18分  作成

10 教育費

02 小学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

045422

037

00

0

00

耐震診断実施事業（小学校）

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

4,4400001,114

5,5546,12600

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 1,11412 400役務費 国庫 02 06 02 010
13 5,154委託料 住宅・建築物耐震改修等事業補助金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

(2)　必要性

(1)　本年度の計画

　 順次、耐震補強・改修に取組むことができる。
　　 耐震診断の結果により、緊急に耐震補強・改修が必要な建物ついて、計画を立て　 
　　 耐震診断を行うことにより、建物の安全性の把握ができる。

　　 学校施設の内、耐震診断を実施していない建物全てについて耐震診断を実施する。
(1)　事業の概要

　 を立てることができる。
　　 建物の安全性の確認ができ、危険性のある建物については、耐震補強・改修の計画
(2)　効果
　　 就将小屋内運動場（720㎡）耐震診断
　　 河崎小屋内運動場（725㎡）耐震診断
　　 淀江小昇降口棟（227㎡）耐震診断

建築物の耐震改修の促進に関する法律

(1)　財源内訳
　　 国庫補助事業　　補助率１／３

　　 評定結果‥実施
(2)　事務事業評価の反映状況
　　　　　　　 ③　2,000㎡以上　　 ‥‥1,000円

　　 補助単価　①　～1,000㎡未満　 ‥‥2,000円
　　　　　　　 ②　1,000㎡～2,000㎡‥‥1,500円

会計 001 一般会計 10款 02項 03目 03700000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月18日  11時15分  作成

10 教育費

02 小学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

045451

038

00

0

00

就将小学校トイレ改修事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

6,5000000

6,5007,62500

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 6,500工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

(2) 必要性
　　男女共用トイレであるため、児童が使用をいやがり、保護者からも改善要望が

(1)　事業計画

　出ており、教育環境を整備する必要がある。

　　 就将小学校の男女共用トイレ６箇所を、男女別のトイレに改修する。
(1)　事業の概要

　　 教育環境の改善が図られる。
(2)　効果　
　　 既存の男女共用トイレ６箇所（各階２箇所）を改修し、男女別のトイレとする。

学校教育法

(1)　財源内訳
　　 一般財源
(2)　事務事業評価の反映状況
　　 評価結果‥実施

会計 001 一般会計 10款 02項 03目 03800000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時19分  作成

10 教育費

03 中学校費

02 教育振興費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

004441

003

00

0

00

準要保護生徒就学援助事業（中学校）

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

21,3850000

21,38521,38517,68416,706

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

20 21,385扶助費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

る。

１　事業計画

務教育を実施することができる。
　就学に係る必要経費の一部を援助することにより家庭の経済的負担を軽減し、円滑な義
2 事業効果

　経済的理由により就学困難な生徒に対し、義務教育を受けるために必要な経費を援助す
1 事業の概要

国庫補助金の廃止による各支給単価額の改定

　　　円滑な義務教育の実施に貢献している。
　　　就学にかかる必要経費の一部を補助することで保護者の経済的負担を軽減し
３　事業効果
　　　　学用品費・新入学用品・修学旅行に要する経費の助成　
２　事業内容
　　　　学用品費、修学旅行費の支給

学校教育法第25条、就学援助法

１財源内訳
　すべて一般財源

会計 001 一般会計 10款 03項 02目 00300000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時23分  作成

10 教育費

03 中学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

043914

020

00

0

00

中学校外壁等安全対策事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

3,5000000

3,50007,67010,000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 3,500工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　 補修(錆鉄筋処理、クラック処理、モルタル浮き処理、庇天端面塗膜防水、外壁舗装）
　 を行う。

（1）事業計画

　　　生徒が安全に学校生活を送るために、修繕工事が必要である。
 (2)　必要性

　　 施設の老朽化等により、外壁からコンクリート片が剥落し、落下した学校の外壁の
（1）事業の概要

　　より、生徒が安心して学校生活を過ごすことができる。
　　　外壁修繕工事の必要な古い建物から修繕工事を行い、教育環境の整備を図ることに
 (2)　効果

　　 緊急に外壁改修工事を行う必要が生じた建物の応急処理を行う。

学校教育法

１財源内訳
　一般財源
２事務事業評価の反映状況
　評価結果・・・実施

会計 001 一般会計 10款 03項 03目 02000000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時20分  作成

10 教育費

03 中学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

045319

023

00

0

00

美保中学校講堂床改修事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

18,5310000

18,53121,86500

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 18,531工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　　 
(2)　必要性

(1)　事業計画

　 出てきて、生徒等がけがをするおそれがあるため、床全面張替工事が必要である。
　　 講堂の床面にたわみがある、運動で床が振動すると、床の木の間から、釘が

　　 美保中学校講堂床全面張替改修工事
(1)　事業の概要

　　 床面から釘が浮いてくることがなくなり、生徒が釘でけがをするおそれがなくなる
(2)　効果

　　 美保中学校講堂の床全面張替工事を行う。

学校教育法

(1)　財源内訳
　　 一般財源
(2)　事務事業評価の反映状況
　　 評価結果‥実施

会計 001 一般会計 10款 03項 03目 02300000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時21分  作成

10 教育費

03 中学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

045446

024

00

0

00

耐震診断実施事業（中学校）

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

9,9430003,467

13,41014,78300

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 3,46712 1,050役務費 国庫 02 06 03 008
13 12,360委託料 住宅・建築物耐震改修等事業補助金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　 する。

(1)　本年度の計画

　 順次、耐震補強・改修に取組むことができる。
　　 耐震診断の結果により、緊急に耐震補強・改修が必要な建物について、計画を立て
　　 耐震診断を行うことにより、建物の安全性を把握することができる。
(2)　必要性

　　 学校施設の中で、耐震診断が終わっていない建物全てについて、耐震診断を実施
(1)　事業の概要

　 を立てることができる。
　　 建物の安全性の確認ができ、危険性のある建物については、耐震補強・改修の計画
(2)　効果
　　 湊山中　特別教室棟（280㎡）、屋内運動場（661㎡）の耐震診断
　　 後藤ヶ丘中　第一鉄（437㎡）、第二鉄（437㎡）の耐震診断
　　 　　　　部室棟（144㎡）の耐震診断
　　 淀江中　教室棟・昇降口棟（2,429㎡）、管理棟（1,022㎡）、技術棟（270㎡）、

　　建築物の耐震改修の促進に関する法律

(1)　財源内訳
　　 国庫補助事業　　補助率１／３

　　 評価結果‥‥実施
(2)　事務事業評価の反映状況
　　　　　　　 ③　2,000㎡以上　　　‥‥1,000円

　　 補助単価　①　～1,000㎡未満　　‥‥2,000円
　　　　　　　 ②　1,000㎡～2,000㎡ ‥‥1,500円

会計 001 一般会計 10款 03項 03目 02400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時22分  作成

10 教育費

03 中学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

045447

025

00

0

00

中学校耐震補強事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

6,5530000

6,5537,25800

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

12 200役務費
13 6,353委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　するＩｓ値０．４未満の建物から、順次耐震補強・改修工事を実施する。
(2)　必要性

(1)　本年度の計画

　 必要がある。
　 難場所としての役割も果たすため、耐震補強・改築を行い、建物の安全性を確保する
　　 地震等の災害発生時に、児童生徒等の安全を確保するとともに、地域住民の応急避

　　 学校施設で、構造耐震指標（Ｉｓ値）が基準を満たさない建物の内、特に緊急を要
(1)　事業の概要

　
　　 児童生徒等の安全が確保できるとともに、教育環境の整備が図れる。
(2)　効果
　　 加茂中学校特別教室棟（Ｓ造1,114㎡）耐震補強工事の設計

建築物の耐震改修の促進に関する法律（都道府県⇒公立学校施設耐震化推進計画）

(1)　財源内訳
　　 一般財源（設計部分）
(2)　事務事業評価
　　 評価結果‥実施

会計 001 一般会計 10款 03項 03目 02500000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時22分  作成

10 教育費

03 中学校費

03 学校建設費

庶務課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5501000000

045449

027

00

0

00

東山中学校プール改修事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

4,5000000

4,5005,00000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 4,500工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

(2)　必要性

(1)　事業計画

　　 浄化設備を更新し、プールが適正に管理できる状態にする必要がある。
　　 浄化機は、錆びているため、一旦分解掃除等を行うと元に戻せないおそれが高い。
　 浄化が行われず、プールに緑藻が発生し、使用停止とすることもある。
　　 東山中学校のプールの浄化設備が老朽化し、浄化能力が低下しているため、十分な

　　 東山中学校プールの浄化設備を新しいものに交換する。
(1)　事業の概要

　 ようになる。
　　 プールの水質を適正に保ち、快適な環境の中で、プールを使用することができる
(2)　効果

　　 東山中学校プールの浄化設備を更新する。

学校教育法

(1)　財源内訳
　　 一般財源
(2)　事務事業評価の反映状況 
　　 評価結果‥実施

会計 001 一般会計 10款 03項 03目 02700000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時24分  作成

10 教育費

05 社会教育費

01 社会教育総務費

文化課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5504000000

004705

035

00

0

00

市史編さん事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

個性豊かな市民文化の振興

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

11,1006,200000

17,30023,63316,47318,504

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 6,2001 4,015報酬 諸収 03 03 03 044
4 375共済費 図書等売捌収入（文化課）
7 0賃金
8 1,323報償費
9 14旅費

11 4,395需用費
12 1,974役務費
13 5,078委託料
14 126使用料及び賃借料
18 0備品購入費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

いものがあり、それらの成果を踏まえこのような時代背景のもとに、新修米子市史は、遠
い未来を見据えて企画し、後世への優れた文化遺産として引き継ぐものです。

１　新修米子市史第１４巻資料編音声映像記録・補遺（絵図）

れるに至っていません。　近年学際的な視野に立った歴史学の発達には、まことに目覚し
米子市では、原始・古代から現代に至るまで一貫した総合的内容の市史は、未だ編さんさ

　　事業の完了は第１５巻補遺・年表発刊）は、次年度の予定
　である。
　※今年度、第１４回目の配本刊行が完了し、編さん事業の進捗率が９３％となる予定で
　　　広報活動、　ほか
　　　補遺年表発刊のための資料整理、保存
　　　協議会、編集会議等の運営
　　　事業の運営・推進、次年度（出版最終年度）の計画立案
　　　映像記録製作事務
３　事務局
　　シナリオ、原稿作成、撮影指示、編集協力
２　ビジュアル部会　　
　　出版　（第１４回配本）

米子市史編さん協議会設置要綱

１　特定財源内訳
　①第１４巻売捌き収入　6,000千円

　評価結果・・・充実・拡大

　②既刊分の売捌き収入　200千円
２　事務事業評価の反映状況

会計 001 一般会計 10款 05項 01目 03500000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時25分  作成

10 教育費

05 社会教育費

02 公民館費

生涯学習課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5503000000

004723

001

00

0

00

公民館運営費

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

生涯学習社会の実現

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

302,6032,648000

305,251306,448306,644311,904

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 1031 190,429報酬 使用 01 05 01 003
4 26,742共済費 職員駐車場使用料

14 6028 26,560報償費 使用 01 08 04 005
9 749旅費 公民館使用料

14 1,54311 33,845需用費 使用 01 08 04 014
12 3,986役務費 職員駐車場使用料

21 10013 19,833委託料 諸収 03 03 03 019
14 2,634使用料及び賃借料 私用電話料（生涯学習課）

21 30016 44原材料費 諸収 03 03 03 153
18 232備品購入費 洗濯機等使用料
19 197負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

慮しつつ、地域における生涯学習活動の拠点である公民館の整備・充実を図るとともに、
社会の変化や新たな状況に伴って、多様化・高度化する住民ニーズに対応した学習機会や

（１）事業計画

で、真の豊かさを実感できる地域社会の実現を図る。
れ、住民の総合力をもって地域課題を解決し、より住みやすい地域づくりを推進すること
公民館を拠点として、学習活動等で培った力や各種団体の実践活動の成果が地域で活かさ
（２）事業効果
学習情報の提供、学習相談など学習支援サービスの充実を図る。

生涯学習活動を推進・支援するため、社会の様々な教育機関を相互の関連性を総合的に考
（１）事業の概要

②公民館運営審議会　　　１７人
　館長　２９人、主任主事　２９人、主事　５６人
①公民館職員体制
（２）職員体制
　⑥学習成果を発表する場の提供
　⑤地域における人材の活用と育成
　④多様な学習機会の提供、学習ニーズの把握
　③生涯学習活動を支援する職員の配置と研修体制の充実
　②子どもや高齢者への配慮はもとより、利用者が安心して使用できる施設・設備の整備
　①多様な生涯学習活動に対応した弾力的な施設運営
地区公民館２７館、分館２館の施設管理と運営

社会教育法第２２条に基づく事業を行う。

１　財源内訳
　・一般財源

　
　公民館職員研修　評価結果…現状維持

　・公民館使用料、職員駐車場使用料等　
２　事務事業評価の反映状況

会計 001 一般会計 10款 05項 02目 00100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時26分  作成

10 教育費

05 社会教育費

02 公民館費

生涯学習課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5503000000

040815

007

00

0

00

公民館施設等整備事業（政策分）

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

生涯学習社会の実現

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

0039,60000

39,60020,00317,41918,500

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

22 39,60012 役務費 地方 01 06 01 004
13 委託料 社会教育施設整備事業
14 使用料及び賃借料
15 39,600工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

福生西公民館のトイレの男女別化及び多目的トイレの設置工事並びに老朽化した空調設備
の改修工事を行う。（①③）

（１）事業計画

れる。
利用者に対し、より使いやすい学習環境が提供でき、より一層幅広い住民の利用が見込ま
（２）事業効果
③集中管理冷暖房設備を、利用しやすい個別空調方式のエアコンに切替える。
②農業集落排水接続工事を行う。
①人権保護の観点からトイレの男女別化を図り、また他目的トイレを設置する。

県公民館のトイレの男女別化及び多目的トイレの設置工事を行う。（①②）
（１）事業の概要

②福生西公民館男女別トイレ・多目的トイレ設置工事及び空調改修工事
①県公民館男女別トイレ・多目的トイレ設置工事
　男女別トイレ・多目的トイレ設置及び空調改修工事

社会教育法第２１条および米子市農業集落排水施設条例

すべて起債

会計 001 一般会計 10款 05項 02目 00700000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時27分  作成

10 教育費

05 社会教育費

03 図書館費

生涯学習課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5503000000

004771

002

00

0

00

図書購入費

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

生涯学習社会の実現

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

15,3720000

15,37218,00015,37214,372

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

11 1,372需用費
18 14,000備品購入費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

民の文化的教養を高め得るような環境を整備する。
特に、調べ学習、図書館見学、図書館実習等図書館における子どもの学習機会が増加して

（１）事業計画

幅広い年代層の学習を支援することで、市民の文化的教養が高まっている。
図書館を基幹とする学校間の物流が本格化し、学校配本が急激に増加し定着している。
（２）事業効果
施する。
また、平成16年度に作成した図書館７ヶ条に基づき、ビジネス支援としての資料収集を実
いる。そのニーズに対応するため、児童図書の充実を図る。

市立図書館において市民の利用に供するための図書、記録、視聴覚資料の充実を図り、市
（１）事業の概要

子どもの読書活動推進ビジョンに基づく活動の推進

図書購入費　　 　14,000,000円
消耗品費（雑誌等）1,372,000円（ビジネス支援含む）
※図書購入費15,372,000円の内訳
⑥大活字本の充実
⑤ヤングアダルト（小学校高学年、中学生用）図書の充実（団体貸出用）
④調べ学習用学校への貸出児童図書の補充
③就学前児童書の購入、参考資料の充実　
②児童図書の充実、特に、子育て支援センター及び企業内保育園への団体貸出用
①図書館用図書及び資料、雑誌、新聞等の購入

図書館法第３条に規定する業務及び子どもの読書活動推進に関する法律

すべて一般財源

会計 001 一般会計 10款 05項 03目 00200000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時28分  作成

10 教育費

05 社会教育費

06 文化ホール費

文化課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5504000000

012110

002

00

0

00

文化ホール整備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

個性豊かな市民文化の振興

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

4,3850000

4,38514,940100100

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 4,385工事請負費
18 備品購入費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　老朽化や故障が目立つようになった｡
２　必要性

オープンスペース屋根改修工事

　整備工事を実施し、故障及び事故のないよう提供する必要がある｡
　　当施設は多くの市民が利用する施設であるため、特に緊急を要する箇所については、

　　文化ホールは平成3年に開館し､施設･設備が経年劣化により
１　事業概要

　
　 
　 
　コーキング部を取り除き、新たにコーキング施工を実施する。
数ヶ所雨漏りが発生している。
　オープンスペース屋根のガラス用鉄枠部分が全体的にサビて腐食しているため、

米子市文化ホール条例、米子市文化ホール条例施行規則

（１）財源の説明
　　 一般財源

会計 001 一般会計 10款 05項 06目 00200000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時29分  作成

10 教育費

05 社会教育費

10 文化財保護費

淀江分室

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

6005000000

033299

010

00

0

00

史跡上淀廃寺跡保存整備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

貴重な歴史的遺産の保存と活用

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

0018,0009,00027,000

54,00054,00041,00069,000

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 27,0004 共済費 国庫 02 06 04 005
7 賃金 文化財保存整備事業補助金

16 9,0008 78報償費 都道 02 06 02 014
9 706旅費 文化財保存整備事業補助金

22 18,00011 191需用費 地方 01 06 01 003
12 4役務費 史跡等保存整備事業
13 13,133委託料
14 使用料及び賃借料
15 39,888工事請負費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

「伯耆古代の丘整備事業」の一環として、旧淀江町において平成11年度から事業開始。
18年度からは国の大型事業「史跡等総合整備活用推進事業」として取組み、地形及び発掘

（１）中心伽藍の地形復元仕上げ

よなご文化創造計画」の中核事業として進行中である。
優れた文化財の保存活用は、地域の文化観光の向上振興に極めて有効であり、「伯耆の国
２　必要性
で、平成20年度は中心伽藍の地形復元等を計画している。
発掘状況の復元、1/10伽藍模型、ガイダンス施設、解説広場、遺構表示等を整備する予定

淀江町福岡地区に所在する全国有数の古代寺院史跡上淀廃寺跡の歴史環境整備を行う。
１　事業概要

（６）整備検討委員会の開催
（５）ガイダンス施設実施設計
（４）整備工事設計監理
（３）中心伽藍、後背地の表示・解説板設置
（２）中心伽藍塔・金堂の型取りレプリカ設置、復元展示

文化財保護法　文化財を活かしたモデル地域づくり事業（H9文化庁、建設省選定）

１　財源内訳
　　史跡等保存整備費補助金（国1／2、県1／6）
２　事務事業評価の反映状況
　評価結果…現状維持

会計 001 一般会計 10款 05項 10目 01000000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時29分  作成

10 教育費

05 社会教育費

10 文化財保護費

文化課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5504000000

033767

014

00

0

00

埋蔵文化財センター整備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

貴重な歴史的遺産の保存と活用

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

8,058005,21610,433

23,70732,54722,30022,300

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 10,4334 5共済費 国庫 02 06 04 006
7 1,010賃金 埋蔵文化財保存活用整備事業費補助

16 5,2169 7旅費 都道 02 06 02 015
11 992需用費 埋蔵文化財保存活用整備事業費補助
12 758役務費
13 1,779委託料
14 使用料及び賃借料
15 18,000工事請負費
18 783備品購入費
19 373負担金補助及び交付

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

活用、調査、研究などの機能をもつ拠点施設の整備を実施する。
２　必要性

（１）施設整備概要

ている体験学習、講座等への対応も十分とはいえない状況にある。
た発掘調査成果を再整理し確実に保存、活用することや学校教育、生涯教育から求められ
保管スペースが不足し、地震等への防災対策も不十分である。また、これまでに蓄積され
　一方では、現状の収蔵センターは、ほぼ満杯の状況であり、今後の資料増加に耐え得る
活用及び適切な保存が強く求められており、今後その意義は増していくと考えられる。
　埋蔵文化財は、地域に根ざした歴史・文化のシンボル、心の拠り所とするため積極的な

　既存の収蔵センター機能に加え、地域の埋蔵文化財の適切な保存管理、積極的な公開・
１　概要

新米子市総合計画に位置付けられた事業計画である。

　展示施設としての供用開始までの間は、収蔵施設として使用する。
　20年度～21年度において、施設の運営形態等を検討する。
　とする。展示室の遺跡模型制作、年表パネル製作等を21年度へ延伸した。
　事業計画年度を3ヵ年⇒4ヵ年へ変更し、展示学習施設としての供用開始を平成22年4月
※総務部長査定

　　に対応した歴史学習に効果をあげることができる。
　　され、文化財を後世に伝えていくことが可能となる。また、学校教育、生涯学習など
　　　埋蔵文化財の適切な保存管理、積極的な公開・活用、調査、研究の拠点施設が整備
（２）効果
　　　・旧日新小の建物の維持管理
　　　・受付、事務室整備　　・資料閲覧室整備　・土器洗浄室整備　　
　　　・展示室整備　・資料整理室整備　　　・調査研究室整備
　　　・実施設計　　・多目的トイレ整備　　・玄関外部スロープ整備
　　20年度整備概要

文化財保護法、米子市文化財保護条例

喫緊の課題である旧日新小学校跡地を利用する。

（１）財源の積算基礎
　　　　国庫補助金　補助対象経費の５０％

　　　　　　　　　　　　　事業との統廃合を整備終了後に実施する。
　　評価結果・・・条件付実施　　国庫補助、県費補助を活用する。既存の収蔵センター
（２）事務事業評価の反映状況

　　　　県費補助金　補助対象経費の２５％
　　　　社会教育施設整備事業債

会計 001 一般会計 10款 05項 10目 01400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時30分  作成

10 教育費

05 社会教育費

10 文化財保護費

淀江分室

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

6005000000

040126

019

00

0

00

史跡上淀廃寺跡買上事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

貴重な歴史的遺産の保存と活用

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

2,683001,34016,083

20,10620,10614,39615,438

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 16,0839 旅費 国庫 02 06 04 007
11 12需用費 史跡等購入費補助金

16 1,34012 84役務費 都道 02 06 02 016
13 276委託料 史跡等購入費補助金
17 18,606公有財産購入費
22 1,128補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

て、国の史跡等買上げ事業を活用し公有地化する。
　事業は3ヵ年を計画しており、平成18年度に6筆、4087.83㎡、19年度に3筆、1604.33㎡

　①　土地購入　５筆、2320.59㎡

であり、事業のスムーズな遂行を図ることができる。
　平成16年度から実施している整備工事は追加指定地の公有地化を前提に進めているもの
を買上げ、平成20年度に5筆、2320.59㎡を予定している。

存活用を図るため、追加指定地（平成17年7月14日、30筆、12698.10㎡）の民有地につい
　伯耆古代の丘整備事業の一環として整備を進めている史跡上淀廃寺跡のより効果的な保

　④　用地測量
　③　土地評価
　②　補償（立木伐採、工作物撤去/新設、動産撤去）

　文化財保護法

　民有地

　国庫補助金　16,083千円（補助対象経費20,104千円×8/10）
　県費補助金　 1,340千円（{補助対象経費20,104千円-国庫補助額16,083}×1/3）
　一般財源　　 2,683千円（事業費-国県補助額：≒13％）

会計 001 一般会計 10款 05項 10目 01900000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時31分  作成

10 教育費

06 保健体育費

01 保健体育総務費

学校教育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5502000000

004936

003

00

0

00

準要保護児童生徒給食扶助費

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

53,5000000

53,50053,50053,18962,822

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

20 53,500扶助費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

成する。
2 事業効果

１事業内容

護者に対し、必要な援助を行うことにより、義務教育の円滑な実施が可能となる。
つものであり、経済的な理由により、学校給食費の支払いが困難な準要保護児童生徒の保
　給食費は、学校において食事の実践を通して行う教育上欠くことのできない緊急性を持

　学校給食費として徴収される実費を対象として、準要保護児童生徒の保護者に対して助
1 事業概要

　　1食あたりの助成額　小学校184円　　中学校28円　　淀江中学校　217円
　給食単価の7割相当額を助成（平成19年度実績）
２事業費の積算基礎
　る。）
　準要保護児童生徒の保護者に対し給食費の一部を補助する。（保護者に一部負担を求め

学校教育法第25条、学校給食法第7条

１　財源内訳の積算基礎
　全て一般財源
２　事務事業評価の反映状況
　現状維持

会計 001 一般会計 10款 06項 01目 00300000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時32分  作成

10 教育費

06 保健体育費

03 体育施設費

体育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5506000000

005013

001

00

0

00

市民体育館等管理運営費

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

生涯スポーツの推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

91,67628,022000

119,698120,081120,309120,309

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 15,29611 13,693需用費 使用 01 08 05 002
12 411役務費 体育施設使用料

14 6213 95,885委託料 使用 01 08 05 003
14 9,709使用料及び賃借料 行政財産使用料（体育課）

14 300使用 01 08 05 004
職員駐車場使用料
21 12,353諸収 03 03 03 008
庁舎電気等使用料（体育課）
21 11諸収 03 03 03 020
私用電話料（体育課）

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　管理を行う。

①事業計画

　することができる。
　市民が気軽に利用できる体育施設を運営することにより、市民の健康な体づくりに寄与
②事業効果

　市民が健康増進等のために気軽に利用できる体育施設を運営していくための施設の維持
①事業の概要

　各体育施設の大規模修繕。
　市民体育館等の電気料金を中国電力に支払う。
　福米体育館、湊山体育館の借地料。
　市民体育館外体育施設を指定管理者へ委託する。

米子市公の施設の指定管理者の指定の手続等を定める条例

福米体育館・湊山体育館用地について、借地契約を結んでいる。

　体育施設使用料は、例年の利用者数から積算したものである。
　行政財産使用料は、各体育施設敷地内の電柱等の設置に関するものである。

　私用電話料は、施設に設置してある公衆電話を利用者等が使用した料金である。
　庁舎電気等使用料は、設置を許可した自動販売機に係る電気料金等である。

　職員駐車場使用料は、体育施設職員等の駐車に係る使用料である。
　庁舎電気等使用料は、指定管理者からの体育施設に係る電気料金である。

会計 001 一般会計 10款 06項 03目 00100000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時33分  作成

10 教育費

06 保健体育費

03 体育施設費

体育課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5506000000

005045

004

00

0

00

東山水泳場整備事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

生涯スポーツの推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

029,987000

29,98740,21400

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

21 29,98713 0委託料 諸収 03 03 03 211
18 29,987備品購入費 宝くじ助成金
22 0補償補填及び賠償金

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　(２)東山水泳場屋内プールの耐震調査委託料。

①事業計画

　(２)施設の耐震調査を行う。
　(１)競技運営用施設としての機能が十分発揮でき、大規模大会を開催できる。
②事業効果

　(１)競泳用自動審判計時システムの購入。
①事業の概要

　　　調査に係る２ヶ月間の利用料収入を指定管理者へ補償…3,000千円
　(２)東山水泳場屋内プールの耐震調査…調査委託料　7,227千円
　　　現行システムは生産を終了しており、いずれタッチ板等の補修ができなくなる。
　(１)競泳用自動審判計時システムの購入…29,987千円

スポーツ振興法

一般財源
※自動審判計時プログラムについては、宝くじ助成金の対象事業となる可能性有り

会計 001 一般会計 10款 06項 03目 00400000事業 1頁



0

1 頁平成20年 2月12日  19時34分  作成

10 教育費

06 保健体育費

04 給食施設費

学校給食課

作　成　者：財政課　５（簡略番号 ）

平成20年度 001 一般会計

当初予算

5507000000

005095

005

00

0

00

学校給食運営事業

前 年 度

ゆとりある心豊かな米子

豊かな心を育む学校教育の推進

豊かな心を育む人権・教育と歴史・

『こころ』がいきいき

0

292,43327,492000

319,925323,12592,65392,653

前 年 度

現計予算当初予算

0

歳出予算事業概要書

県支出金

14 1981 294報酬 使用 01 08 01 002
9 20旅費 職員駐車場使用料

14 2411 61,380需用費 使用 01 08 05 001
12 842役務費 行政財産使用料

14 26013 256,399委託料 使用 01 08 05 005
14 221使用料及び賃借料 職員駐車場使用料

21 26,85915 工事請負費 諸収 03 03 03 047
16 原材料費 給食委託金

21 15118 600備品購入費 諸収 03 03 03 163
19 160負担金補助及び交付 有価物等売払収入
27 9公課費

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

される学校給食施設を設置する。
（１）事業概要　共同調理場４施設、単独校調理場４施設

本年度の計画効果

　　る。
　　外部委託することにより、本市学校給食事業を安全かつ効率的に推進することができ
（２）事業効果　設置した調理施設及び調理機器を適正に管理運営し、また、調理業務を
　　③各調理施設の維持管理
　　②学校給食の運搬（委託事業により実施）
　　①学校給食の調理（委託事業により実施）

し、かつ、国民の食生活の改善に寄与することを目的として、学校教育の一環として実施
　学校給食法（昭和２９年法律第１６０号）に基づき、児童生徒の心身の健全な発達に質

　③調理施設及び調理機器の適正な管理による学校給食の円滑な推進
　②共同調理場から各給食受給校への給食の安定的な輸送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：約１,５００食
　　単独校調理場４施設（啓成小学校、加茂小学校、彦名小学校、五千石小学校）
　　　　　　　　　　　　淀江共同調理場）：約９,４００食
　　共同調理場　４施設（学校給食センター、弓ヶ浜共同調理場、尚徳共同調理場
　①学校給食の調理（委託事業により実施）
（１）事業計画

学校給食法

１　財源の説明
　①電柱用敷地に係る行政財産の使用料として、２４千円

　評価結果…効率化・改善　　調理業務の民間委託により効率化を図った。
２　事務事業評価の反映状況
　④給食調理用油売払い収入として、１５１千円
　③職員駐車場使用料として学校給食センター分２６０千円、共同調理場分１９８千円

　②給食委託金として、組合立箕蚊屋中学校、県立米子養護学校の給食の委託調理に係る
　経費２６，８５９千円

会計 001 一般会計 10款 06項 04目 00500000事業 1頁


	中学校組合負担金
	にこにこサポート支援事業
	スクールソーシャルワーカー活用事業
	私立幼稚園運営費補助金
	私立幼稚園就園奨励費助成事業
	私立幼稚園第三子保育料軽減事業
	ＡＥＤ配備事業
	準要保護児童就学援助事業（小学校）
	小学校温水シャワー設置事業
	小学校耐震補強事業
	小学校外壁等安全対策事業
	耐震診断実施事業（小学校）
	就将小学校トイレ改修事業
	準要保護生徒就学援助事業（中学校）
	中学校外壁等安全対策事業
	美保中学校講堂床改修事業
	耐震診断実施事業（中学校）
	中学校耐震補強事業
	東山中学校プール改修事業
	市史編さん事業
	公民館運営費
	公民館施設等整備事業（政策分）
	図書購入費
	文化ホール整備事業
	史跡上淀廃寺跡保存整備事業
	埋蔵文化財センター整備事業
	史跡上淀廃寺跡買上事業
	準要保護児童生徒給食扶助費
	市民体育館等管理運営費
	東山水泳場整備事業
	学校給食運営事業

